
　たむら要介議会市政活動レポート第1号を発行することとなりました。肩ひじをはら
ず、自分の言葉で私の考え、議員としての活動を皆様にお伝えすることができるよ
う、頑張って参ります。どうぞよろしくお願いいたします。
　例年にない酷暑が続いております。私も事務所を移転し、汗を流しながらの毎
日です。皆さまもまずは健康第一、お体にお気をつけてお過ごしください。
5月より市議会議員としてスタートさせていただきました。バタバタの毎日ですが、お
陰様で充実した一日一日を過ごさせて頂いております。ご声援を頂戴した方々へ
のご挨拶等、無礼があるかと存じますが、必ずや皆さまのお声を市政に反映させ
るべく頑張って参りますので、ご斟酌いただければ幸いです。
　私は「まずは守り、そして創る」というスローガンを掲げて、市政に挑戦させていた
だきました。目先の問題をひとつひとつ解決しながら、10年、20年先を見据えた新
しいまちの形を創造していかなければなりません。
　今、我々が直面している問題は、超少子化、超高齢化など所謂人口減少がも
たらすであろう様々な弊害です。シャッター街、空家の増加、人通りの減少など、
景気感以上に「これはまずい」と実感している方々は多くいらっしゃると思います。
　我々は急激に変化するであろう「まち」の状況に対し、英知を結集し、力を合わ
せて対応をしなければいけません。おらが村、おらが町はだけ言っていられません。
簡単ではありませんが、皆さまのお声をお聞きしながら、ひとつひとつ前に進んでい
きたいと思います。
　私は20年以上東京で生活をしておりました。だから自信を持って「新潟は本当に
素晴らしい」と言えるのです。
　汗をかける市議会議員になるべく、まずは皆さまに与えていただいた4年間を全
力で走っていきますので、叱咤激励、ご声援のほどどうぞよろしくお願いいたしま
す。

ご挨拶
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持続可能な農業確立のため、農業特区、食の安全、ユネスコ創
造都市に関わる調査研究

西地域農業振興委員会顧問
新潟市造園協会顧問

所属クラブ

所属委員会

特別委員会

5月12日より臨時会が開催され、所属クラブ、委員会等が決定いたしました。

街づくり流通委員会顧問
新潟市私立幼稚園協会顧問
内野ライオンズクラブ

その他団体顧問等

新川マリンクラブ顧問
ＮＰＯ野球人
その他

新市民クラブ
保守系の新市民クラブに入会させていただきました。11人、うち新人
3名の会派です。

文教経済常任委員会
教育委員会、文化スポーツ部、観光・国際交流部、経済部、農林
水産部、区役所（産業振興課（西区役所、農政商工課）の所管

する事項農業活性化調査特別委員会

初当選～平成27年5月臨時会 

4月13日。投開票。個室で4時

間待ちでした。しんどかった。                

結果、4,595票という多くの票

を頂戴し無事当選させていた

だきました。当選の喜びよりも

付託の大きさを実感し、不安

とプレッシャーが襲ってきまし

た。                                                                            

本当に頑張らなければ。                                     

ご協力をいただいたボランティ

アスタッフ、ご支援者の皆さま

http://y-tamura.net/


市長が寄稿している書籍の内容を利用し、２５分程度、篠田市長との一問一答での
討論を行いました。大きくは２点。まずは人口流出、流入策について。特に都市圏高
齢者の受入問題について市長の考えを尋ねました。この問題については最近の新聞
紙上でも話題となり市長も言及していたものです。私は、アクティブ層と後期高齢者の
受入とは全く違う問題であり、慎重にことを行うべきであると確認させていただき、市長
からも同意を頂戴しています。
また、農業特区を利用した若手就業機会の創出についても討論をさせていただきまし
た。市長が多くを言及している農業教育や、就業体験も確かに必要であるが、持続
可能な農業の確立が農業政令都市新潟にとって重要なことであり、併せて特区の
成功には、もう少し内側に向けた骨太の発信、すなわち地元農家との両輪での取り
組みが不可欠であると言及いたしました。

連携中枢都市圏の方向性と目指す形について

新潟市が選定された連携中枢都市圏の具体的な形を尋ねました。これは新潟
市以外の中核都市との連携都市圏の創出に対する補助金です。まだこれに対
しては行政も様々な形で検討中とのこと。今後を注視させていただきます。
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　新潟市が作成中の「財産経営推進計画」について、行政の今までの市民に
対する告知内容、手法について問題提起させていただきました。併せてこの計画
の策定においての方向性の確認も行っております。
この計画は市が保有する公共施設を様々な手法を持って効率化、所謂統廃合
を行っていく上での今後の指針となるものです。私は質問を通じて、「施設削減あり
き」ではなく、地域の事情に配慮した上での丁寧な説明、充分な話し合いを持っ
た上で、進捗させるべきであると計画策定の方向性を再確認し、念を押させてい
ただきました。また、新聞広告等で今まで行政が行ってきた告知方法、その内容
についても少々乱暴であると苦言を呈したつもりです。
今後の施設運営、維持修繕、建替え費用の増大化は確かに厳しい財政に大き
な影響を及ぼします。私も全くこれが不必要だとは言いません。ただ、公共施設の
過半は「学校」及び「地域を支える公の施設」であり、すなわち「公共施設を減ら
す」ということは地域の存立を揺るがしかねないということに繋がる可能性があるこ
とを忘れてはいけません。私はこの問題について、今後の動向をしっかりと見守る
所存です。

公共施設の統廃合問題について1

市有財産の売却、利用促進について

新潟市は、例えば上所の市場跡地など、多くの市有財産を有しています。特に土
地価格の下落等で売却、利用が滞っている財産について、その早期利用促進
を訴え、その方向性を確認させていただきました。

市長の考える若手流出防止策と農業特区の方向性について

議会報告～平成27年6月定例会 

ホームページを開設いたしました 事務所を移転しました 

6月定例会におきまして、初め

ての一般質問の機会を頂戴し

ました。一問１答方式に敢え

て挑戦。緊張で早口及びカミ

カミ気味でしたが、１時間とい

う持ち時間を有効に使えたと

思います。                              

内容につきましては、新潟市

議会のホームページ、私の

ホームページ上からもご覧い

ただけます。 

http://y-tamura.net/ ご覧ください 

http://y-tamura.net/

